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九州・沖縄地区の６月生コン出荷量（全生連九州地区本部） 

前年同月比８．３％減、沖縄県は４．７％増 

 

 全国生コンクリート工業組合連合会九州地区本部がまとめた７年度月別・地区別出荷実

績によると、６月度は九州・沖縄地区（宮崎県を除く）で前年同月比８．３％減の合計６

０万４，０１５ｍ３。 

 ６月度の県別内訳は、「福岡県」が前年同月比１０．３％減の２０万１，３０２ｍ３、「佐

賀県」同２６．１％減の２万１，１１３ｍ３、「長崎県」同１１．２％減の５万２，２５３

ｍ３、「熊本県」同１２．７％減の８万８，５１９ｍ３、「大分県」６．５％減の５万７，

８３５ｍ３、「鹿児島県」同７．４％減の６万８，０６８ｍ３、「沖縄県」同４．７％増の

１１万４，９２５ｍ３。沖縄県が増加している。 

 ７年度累計では、「福岡県」が前年度比１０．２％減の６２万２，２９１ｍ３、「佐賀県」

同１％減の８万４，６４９ｍ３、「長崎県」同１２％減の１６万６，８４８ｍ３、「熊本県」

同５．９％減の３０万３４０ｍ３、「大分県」４．５％減の１８万９，６３０ｍ３、「鹿児

島県」同１１．５％減の２１万８，１７０ｍ３、「沖縄県」同１．７％増の３３万８，９１

６ｍ３。沖縄県が好調に推移している。 


